
あーとあそびLABOてって
事業名︓０歳からの造形あそび

17



 子どもが自由に創造表現できる場がほし
い。

 子どもにとっては、のびのびと体験から
学ぶことができ、親にとっては、子ども
の学びや成⻑を⾒守る仲間づくりができ
る場を増やしたい。

18

事業で解決したい地域課題とその背景



 普段の生活では扱いづらい素材や、家で
は取り組みづらい活動を取り入れた造形
あそびのイベントを企画するよう心掛け
た。

19

解決するための事業内容



 乳幼児から⼩学生まで幅広い年齢の子ど
もが参加し、五感を通して素材の変化を
感じたり、ひらめきを形にする喜びやそ
れを友達と共有する楽しさを感じても
らったりできるよう活動の流れを計画し
た。

20

解決するための事業内容



 子ども達が主体的にあそびを発展させる
⼒や、あそびから得た経験を次の活動に
生かす⼒を育てたい。

 子どもの成⻑を知に喜び合ったり、相談
し合ったりできる親どうしのつながりを
つくりたい。

21

事業によって到達したい状態や目標



 昨年度参加してくれた⼩学生の意⾒をも
とに内容を計画し、１年間で４回のイベ
ントを実施した。

22

実際におこなった事業



 「泡であそぼう」（2023.7.29）参加者
25名

23

１、事業内容と参加者数など成果



 「アルミホイルであそぼう」(2023.8.18)

参加者13名

24

１、事業内容と参加者数など成果



 「木の実ケーキをつくろう」(2023.11.5)

参加者11名

25

１、事業内容と参加者数など成果



 「透明素材におえかき〜クリスマスオー
ナメントをつくろう〜」(2023.12.24)

参加者15名

26

１、事業内容と参加者数など成果



 夏からのイベント実施だったことや間の
あいた期間があったため、毎回参加して
くれる親子もあったが、新しい顔ぶれで
造形あそびをすることが多かった。

27

１、事業内容と参加者数など成果



 子ども達は新しく参加する人、いつも参
加する人関係なく、その時々で近くに
座った子と話したり、関心のあるあそび
方でつながったりしながら楽しんで活動
に参加してくれた。

28

１、事業内容と参加者数など成果



 補助⾦を活⽤したことで、造形あそびに使
う道具や素材を数種類そろえることができ、
いろいろな道具を使って絵を描き違いを確
かめたり、いくつかの素材を組み合わせて
製作したりすることができたため、内容の
濃い造形あそびを計画、実施することがで
きた。

29

１、事業内容と参加者数など成果



1. 広報の方法
チラシ、Instagram、公式ライン

2. 収入を得る方法
会費制を検討中、参加費の値上げ
イベント出店による収入・広報

3. 次年度以降の事業の展開
年４回程度、いろいろな人が⽴ち寄りやすい場所で
のイベント実施、イベント出店

30

そのほか今年度事業について



31

チラシ


